
平成 20 年度 第３回 真 田 地 域 協 議 会 会 議 次 第

平成 20 年６月 17 日（火） 午後３時

真田地域自治センター  301 会議室

１ 開 会

２ 会長あいさつ

３ 真田地域自治センター長あいさつ

４ 協議会委員の変更について（報告）

５ 会議事項

(1) 真田地域自治センターの重点目標について

① 平成 19 年度の重点目標の取り組み結果

② 平成 20 年度の重点目標

(2) わがまち魅力アップ応援事業審査

① 個性あるふるさとづくり応援事業

・ダボスの丘 遊歩道整備事業 ： 菅平区

② 特色あるまちづくり応援事業

・あずまや高原を憩いの広場に育てる事業 ： らいてうの家 運営委員会

(3) 真田地域図書館施設整備について

(4) その他

６ その他

７ 閉 会



  　真 田 地 域 自 治 セ ン タ ー の 重 点 目 標　

【平成１９年度重点目標】 【平成２０年度重点目標】

重点目標 重点目標

達成状況 期限・数値目標等

重点目標 重点目標

達成状況 期限・数値目標等

重点目標 重点目標

達成状況 期限・数値目標等

重点目標 重点目標

達成状況 期限・数値目標等

重点目標 重点目標

達成状況 期限・数値目標等

※ 総合評価基準［◎：目標を上回る］［○：目標達成］［△：一部目標未達成］［×：全て目標未達成］

市長指示事項 市長指示事項

・菅平地区への情報通信基盤整備については、観光地でもあることから、早急に方策を検討するとともに、
　２０１１年の地上デジタル放送開始までに整備の目処を付けること。
・菅平高原自然館の検討に当たっては、単に施設の移転改築にならないよう、必要性、内容等を十分に検討
　して決定すること。

　①放送通信環境調査の実施
　②放送通信環境整備手法について、地域の意向調査を実施

　③図書館整備に係る基本計画の策定

(2)真田の郷・菅平高原ＰＲ用パンフレットの発行

全ての重点取組項目につい
て、当初の目標を達成し
た。

概ね当初の目的を達成する
ことができた。

地域協議会の充実とわがまち魅力アップ応援事業の活用

①具体的施策を意見書としてまとめる
②来年度の予算編成に反映
③随時
④隔月の発行（年６回発行）
⑤今年度中

　①真田地区有線放送電話審議会の設置
　②審議会による有線放送電話事業のあり方の検討
　②有線加入者へのアンケート調査の実施

　　のあり方を含む）についての方向付けを図る

地域協議会によるまちづくりの推進

1

各部局の
自己評価

〇

概ね当初の目的を達成する
ことができた。

具体的な重点取組み項目（箇条書き）
①地域まちづくり方針の具体化に向けた協議を進める
②地域協議会の理解・定着を図るため、設置目的や役割等をＰＲする
③地域要望の把握・集約に努め、施策への反映を図る
④地域協議会の運営方法の確立を図る

2

魅力ある菅平高原の再構築

各部局の
自己評価

△

付帯する機能について地元
意向の集約を進めたが、意
向の集約及び基本計画の策
定には至らなかった。

　①菅平高原自然館運営協議会における改築のあり方の検討
　②付帯する機能について、地元意向の集約
　③改築のコンセプト、施設の概要・維持管理等について計画をまとめる

　③民間通信事業者と具体的な協力体制についての検討

(2)放送通信環境の調査

3

地域住民が安心できる河川整備計画の策定

各部局の
自己評価

〇

具体的な重点取組み項目（箇条書き）
・準用河川：大沢川の改修計画の策定
　①河川全体の状況を調査し、未整備箇所の把握
　②未整備箇所について整備手法の検討
　③効果的な整備順位付けの検討
　④事業費の算出と事業年度計画の立案

4

廃棄物（ゴミ・資源物等）の新たな処理方法へのスムーズな移行

各部局の
自己評価

〇

①あらゆる機会を捉え、多くの住民を対象とした説明会の実施
具体的な重点取組み項目（箇条書き）

②説明会に併せ、分別の徹底を図り、ごみの資源化を推進
③真田地域にあった職員用マニュアル、住民説明資料を作成
④地域づくり委員会を活用して啓発活動の実施
⑤有線放送を活用した啓発活動の実施

5

各部局の
自己評価

具体的な重点取組み項目（箇条書き）

具体的な重点取組み項目（箇条書き）

具体的な重点取組み項目（箇条書き）

具体的な重点取組み項目（箇条書き）

具体的な重点取組み項目（箇条書き）

⑤わがまち魅力アップ応援事業のＰＲ及び活用の推進
④「地域自治センターだより」の計画的な発行

魅力ある菅平高原の再構築（ブランド形成に向けて）

地域情報通信基盤の整備（地域情報化の推進）

身近な生涯学習の推進

③地域内の行政情報の積極的な提供・説明
②地域予算を活用した地域振興事業等の検討
①地域まちづくり方針の具現化に向けた協議

(1)真田有線放送電話事業のあり方の検討

(1)菅平高原の魅力を高めるグランドデザインの検討
　①魅力ある『菅平高原』ブランドの形成に必要な機能等（菅平高原自然館

　①ＰＲ用パンフレット・ポスターの作成

①地域づくり委員会等からの要望事業について、箇所ごとに現地調査を行い、
　緊急性・公平性を考慮して施工箇所を決定し実施

具体的な重点取組み項目（箇条書き）

・地域の生涯学習を推進するための拠点施設として図書館の整備を進める
　①図書館整備の具体化に向けた検討
　②（仮称）図書館建設運営研究会の設置

①上半期に設置
②年度末までに３回程の開催
③必要に応じて実施

①年度末まで
②地上デジタル放送化までに

①今年度中

①11月までに作成

①７月を目途
②７月を目途
③年内を目途に策定

①９月までに予算額の60％以上を発注

②３路線の事業実施
③速やかな対応を図る

生活に密着した市道整備の促進

②辺地総合整備計画に基づく市道整備
③自治会からの要望により、原材料・凍結防止剤の支給・小型除雪機購入補助

⑤地域協議会の任務・役割を理解いただき、目的意識の共有に努める

具体的な重点取組み項目（箇条書き）
(1)菅平高原自然館の改築に向けた基本計画の策定

(2)菅平地域の情報通信基盤整備の推進
　①整備方法等の検討及び調整
　③情報通信基盤の整備



20 年度　個性あるふるさとづくり事業 一覧表 （単位：円）

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

計 1 3,046,540 2,598,000 0 0 0 0 0 0

1 菅平区
区長
鈴木　正人 ダボスの丘　遊歩道整備事業

菅平高原
　ダボスの丘

「日本のダボス」とその美しさを絶賛され、菅平高原を代表する
景勝の地である「ダボスの丘」に、区民の手で菅平高原のシン
ボルとして相応しい遊歩道を整備することにより、地域の一体
感の醸成を図るとともに、高原の緑を守り、区民のやすらぎの
場を確保する。また、遊歩道を活用したトレッキングイベント等を
開催し、菅平高原の魅力を広域に発信する。

1 1,553,220 1,500,000

2

3

4

5

20 年度 特色あるまちづくり事業 一覧表 （単位：円）

№ 団体名 代表者 事業名 実施場所 事業内容 年目 既補助額 総事業費 申請補助金額

計 1 746,660 549,000

1
らいてうの家
　　運営委員会

米田　佐代
子

あずまや高原を憩いの広場に育
てる事業

らいてうの家
を中心とする
あずまや高原
一帯

　「らいてうの家」及びその周辺を会場に各種イベントを開催し、
良質な文化と自然を楽しむ機会を提供することを通して、あずま
や高原のよさをＰＲする。

1 746,660 549,000

2

3

4

5

総事業費実施場所 事業内容 年目 既補助額№ 自治会名 代表者 事業名 申請補助金額
来年度以降申請見込額

交付決定額 交付確定額

来年度
申請見込額

451,000

451,000

交付決定額

0

交付確定額

0

真田地域協議会



図書館施設整備に係る地域協議会協議経過

協議会 協 議 内 容 等

平成19年度
第１回協議会

H19.5.31

・ 市社会教育委員へ諮問した上田市図書館基本構想について５月２５日に中間報

告があったことにより、真田地域教育事務所長より中間報告の内容説明がある。

・ 地域の重要案件として、次回から図書館問題に絞って議論していくことを確認す

る。

第２回協議会

H19.6.26
第３回協議会

H19.7.18
第４回協議会

H19.8.9

・ 建設場所・規模等について議論した。

・ 協議会で確認されたこと。

① 図書館建設については、当時の町長の公約であり、議会において図書館を建設す

るための建設基金が設置され、また、町民による検討も行なわれており、新市建

設計画に引き継がれていることから、建設することを前提に協議を行なう。

② 旧真田町当時検討された図書館基本計画については参考とし、現状をしっかり見

据える中で、真田地域にあった規模の図書館を建設する。

③ 真田図書館の特色は、児童図書館的機能を大事にすること。また、真田氏関係や

平塚らいてう関係の女性史に係る書籍の充実を図る。

④ 建設場所については、新たな場所への建設と地域自治センターの活用について議

論され、最終的に運動公園周辺に建設することで意見の統一が図られる。

第５回協議会

H19.9.25
・ 「真田地域における図書館施設整備に関する意見書」を市長に提出することにつ

いて、全委員承認により決定した。

＜意見書内容＞

① 早期の図書館建設

② 真田公民館に隣接した真田運動公園周辺での建設

③ ６万冊の蔵書と児童図書の充実、真田地域の特色や個性が反映された図書館整備

（意見書は１０月１日付で市長に提出）

H19.12.11 ・ 市長から協議会長あてに、意見書に対する回答書が届く。

＜回答書内容＞

整備場所について、真田地域自治センターの有効活用、中学生の図書館利用、また

図書館の利用者増などの観点から、地域自治センター１階を活用した図書館の整備に

ついて再度御検討いただきますようお願い申し上げます。

第９回協議会

H20.1.31
・ 会長から、市からの回答書の内容について説明。

・ H19.12.14に会長と副会長が副市長と面談し、会長がその概要をまとめた「真田
地域図書館施設整備について石黒副市長との面談概要」報告書を説明。

＜副市長から＞

① 市長と一緒に現地視察したところ「ころっとした所」（運動公園周辺の市有地）

よりも「人が集まる場所」が適当であるとのこと。

② 地域自治センターの１階がすばらしい構成になっているので、図書館として適当

との認識をもった。

③ 中学生が親の迎えを待っていたことから、こちらが良いと感じた。

④ 「人が集まる場所」という観点であれば、消防署の前付近が適地なのではとおっ

しゃっていた。

⑤ 改めて地域自治センター１階を有効活用する案で再度検討をお願いしたい。

会長・副会長から副市長に、地域自治センター活用方法について、センター庁

舎は耐震性も高く、行政として利用したらどうか、地域住民の納得できるセンタ

ーの利用構想が先ではないか。また、再度協議会で議論するならば、市からもっ

と具体的な構想を提示して欲しいとお願いしてきた。

・ 市側から、市としての回答の内容、具体的な地域自治センター１階利用案につい

て説明（図面提示）。



・ 協議会では、回答書のセンター１階案について論議された。その中で、センター

が図書館に付属する施設になってしまう、住民が納得しないのではないか、市が

再検討を求めるのは、地域協議会軽視ではないかといった意見が出された。

第10回協議会
H20.2.21

・ 市からの回答について良いか悪いか、悪ければどこが悪いのかなど、そんな視点

で議論を進めていく。

・ 委員から、地域自治センター１階を図書館にすることについて、センターは本来

の姿で使用すべきであるなど反対という意見が多い。副市長の言う「人が集まる

場所」ということであれば、人の集まる場所を提案したらどうか。中学生が寄り

やすいとすれば、センターの横でも良いといった意見が出された。また、地域住

民の皆さんに納得してもらえるかということは大切な問題であるという意見が

出た。

・ 各種団体の意見聴取をし、協議会で参考にしていきたい。

H20.3.12 真田地域における図書館整備に係る経過説明と意見公聴

第11回協議会
H20.3.26

・ 市側から3月12日の「真田地域における図書館整備に係る経過説明と意見公聴」
の内容について報告がある。

＜概要＞

15団体中13団体から22名出席
旧真田町当時からの経過説明、上田市図書館基本構想答申書の概要説明

協議会からの意見書、市からの回答及びセンター1階を利用した計画案説明
出席者からはセンター1階を利用した図書館整備については、全体的に望ましくな
いという意見が多かった。（主な意見・・・センターは地域住民の拠り所。センタ

ーの活用方法は他にもあり、もっと皆で検討必要。図書館はセンター周辺（シル

バー人材センターの場所）を利用できないか等。）

団体内の意見とりまとめをし、再度4月下旬に意見公聴を行なうこととなった。
・ 協議会としては、各種団体の意見を踏まえ、早期に結論を出す必要がある。次期

の協議会に引き継いでいく。

・ 委員から、図書館整備について反対する委員はおらず、副市長との話を踏まえ、

協議会としての議論を深めていったらどうかという意見が出る。

平成20年度
第１回協議会

終了後

H20.4.7

委嘱１期目の委員に、事務局から図書館施設の整備に関する検討経過について説明を

行なった。

H20.4.25 真田地域における図書館整備に係る意見公聴

第２回協議会

H20.5.14
・ ４月25日の各種団体の意見公聴について、意見を集約した資料をもとに説明。
＜概要＞

１５団体中１３団体出席（欠席団体も後日文書で意見を提出）

地域自治センター１階案には、身障者、高齢者のセンター機能利用が困難になる

など、反対意見が多かった。

・ 会長から 次回の協議会で審議する際、以下の共通認識を持って議論を進めた

い。

① 市からのセンター１階案に対し、協議会として明確な回答を出さなければならな

い。どんな図書館にするかという問題については、建設場所が決まってから話し

合いたい。協議が堂々巡りのないよう、まずはセンター1階を図書館にするとい
う案に絞って議論していきたい。

② 図書館をつくることは決まっているが、現実を見つめた上で協議していかなけれ

ばいけない。




